



























データを用いた｡ ALOS/EALSARのデータは､ ERDAS EMAGINEを用いて校正処理式にあてはめ､後方
散乱係数を算出した｡
【結果】 HHとHVの偏波ごとに､後方散乱係数と地上部バイオマスの関係を表すグラフを作成し､近似式
の検討を行った｡ 3次の多項式近似曲線をあてはめたところ､ HH偏波ではR2-0.8979､ HV偏波ではR2-
0.8996となり､地上部バイオマスと後方散乱係数との間には強い関係があることがわかった｡また､ HV偏
波との関係の方がわずかではあるが､より強いということもわかった｡さらに､用いたSARのLバンドニ偏
波データにおいては､ HHとHVの両グラフで､地上部バイオマスの値が100t仙a付近で後方散乱係数の値
が飽和してしまうことも確認できた｡そこで､現地調査の地上部バイオマスの値が100toIJhaを超えるデー
タを除き､後方散乱係数との関係をプロットし直すと､多項式近似式､線形近似式のどちらのR2の値も0.90
以上となり､より地上部バイオマスと後方散乱係数との関係が強くなった｡次に､森林の生物物理パラメー
ターとして､断面積で重み付けした平均樹高､及び､ ha当たりの断面積と後方散乱係数との関係を表すグラ
フを､ HHとHVの偏波ごとにそれぞれ作成し､近似式の検討を行った｡こa)場合も､全てのグラフにおい
て､ 3次の多項式近似でR2倍が0.70以上となり強い関係を認めることができた｡平坦な地形に広がる草一種
の針葉樹林における､衛星搭載SARデータによる森林バイオマス推定の可能性を示した｡
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